
今 義典 Yoshinori KON

第１回 写真『3.3m 展』 グランプリ 評論

印刷という技術手段とあまりにもソリが良いので，写真は今日まで言語文化主導型の文化の傘の下で主要な

仕事をしてきた。だが，写真は都市の有機性という，いわばメディアの複合の中で，印刷物の次元から抜け

出て，その表徴性や象徴性，そして総合性を発揮できるものであった。今義典の仕事の方法論に注目するの

はまさにこの点においてであって，彼が，その諸機能をいかにうまく活用し，都市型インスタレーションに

示すか大変興味深い。

故 平木収(川崎市民ミュージアム主任学芸委員)

「独りゾンビ」Zombie Alone ライトジェットプリント 1800×2250mm 2007年制作

「川口のあけみ」Akemi of Kawaguchiライトジェットプリント 1700×2480mm 2006年制作

「おいらんとこの姐さん」It is This Miss ライトジェットプリント 600×600mm 2008年制作

YOSHINORI KON SOLO EXHIBITION in GUARDIAN GARDEN展示風景



「独りゾンビ」 Zombie Alone ライトジェットプリント 1800×2250mm 2012年完成

（2013年 京都市立美術館，500m美術館／札幌）

始まりと終わりはいつも一緒。その咆哮は何かが始まる合図かい？ それとも何かが終わるのだろうか。ところで君は最初の一人？ それとも

最後の一人？… まあ，いずれにしろ君は『独りゾンビ』だ。民主党岡田の先代が築き上げたなまらでかい城「岡田屋」。ジャスコ(イオン)の前身

らしい。しかし一体いつくあるんだろう，この国に？ このままでいくと，何かの弾みでこの作品みたいになっちまうんじゃないか？

今 義典

Huge castle”which the Democratic Party,predecessors in the family line of Okada built.This castle looks just like that location(Dawn of the
 

Dead by George A.Romero 1978).How many castles in this country,on earth.When I go as it is,does it seem to become this work?

Yoshinori Kon



「川口のあけみ」 Akemi of Kawaguchiライトジェットプリント 1700×2480mm 2012年完成

(2007年 掲載「小林よしのり：わしズムVol.21 2007冬〝特集・パトリ(故郷)なき美しい国を愛せますか？"(小学館)」)

(2013年 京都市立美術館，500m美術館／札幌）

たとえばどんな街にも必ずあった仮設住宅のような家並み。けっして恵まれた生活環境とはいえない。そこで，ひっそりと生まれた彼方への夢

と背景とのギャップは「あけみ」だけのものではない。それは背景に気づかず与えられたイメージに陶酔する僕らのものでもある。まるで薄っぺ

らな舞台セットのような国土。写真のなかの「ふるさと」。その忘れたい，かけがえのなさ。

作家・作品評 椹木野衣(美術評論家)



「おいらんとこの姐さん」 It is This Miss ライトジェットプリント 600×600mm 2008年制作

おいらとは，この屋敷で飼われている日本猫。夜に出勤する主人をいつも見送ります。そして猫は人には見えない

ものが見えます。

＊花魁(おいらん)語源／妹分たちが「おいらの所の姉さん」と呼んだことから来ているなどの諸説がある

Oira is a cat that has been bred in this row house.She will always see off the Owner go to work at night.and
 

Cats can see what is not visible to the human.

＊The origin of the high-class prostitute,there are theories,such as comes from the fact that little sister who
 

is called the“lady of the place of Oira”


